
おいしい給食が食べられるのは、農家さん、

漁師さん、食べ物を運ぶ人、栄養士や調理員さ

ん、そして働いてくれるお家の人など、多くの

人に支えられているからです。 

 感謝の気持ちを持って食事のあいさつを

して、残さずに食べるようにしましょう。 

群馬県では、11月 29日を「いいにくの日」にちなんで「ぐんま・すき焼き 

の日」としています。すき焼きは、全ての食材が群馬県産でまかなえる料理です。 

群馬県ならではのおもてなし料理となるよう、県をあげてプロジェクトを立ち上げ

ています。宝泉中では、11 月 28 日に群馬県産の農産物をたくさん使った「すき

焼き」が登場します！お楽しみに♪また給食コーナーにもぐんま・すき焼きの日に

ついて掲示してありますので、見てください！ 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４．1１月号 

太田市立宝泉中学校 

 木の葉が色づき、秋も深まってきました。朝晩の冷え込みなど、これから１日の気温の変化が大きく

なってきます。衣服の脱ぎ着をこまめにして、体温の調整をしましょう。そして食事の前や外から帰っ

たときは、手洗いを忘れずに行いましょう。朝昼夕の食事を毎日バランスよく、しっかり食べ、健康を

守るために必要な体力と免疫力をつけておきましょう。 

 

人への感謝「ごちそうさま」 

昔、お客さまをおもてなしするとき、家

の人はいろいろなところを歩き回って材

料を探し求め、ときには命がけで食べ物を

とらなければならないこともありました。

そのご苦労に「ありがとう」の気持ちを伝

えることから始まったあいさつです。作っ

てくれた人、食事ができることへの感謝の

気持ちを表しています。 

 

命への感謝「いただきます」 

私たちが食べるものは、もとをたどれ

ば、すべて生きていたものです。そうし

た動物や植物の命をいただく（食べる）

ことで、私たちは今、生きています。自

然の恵みや、私たちの命をつないでくれ

る大切な食べ物に感謝する気持ちを表

すのが「いただきます」というあいさつ

です。 

 

農家さん 

 

漁師さん 

 

食べもの 

 を運ぶ人 

 

お家の人 

 

栄養士や 

 調理員さん 

 


